
『風神雷神』を読んで                         2025.3.14. 

 

 琳派の巨匠である俵屋宗達は生没年不詳の

扇絵師でした。国宝・「風神雷神図屏風」（建仁

寺蔵）（左）は落款などがないものの、製作年は

17 世紀前半の寛永年間で、彼の最晩年の作で

はないかとされています。宗達はまばゆいほ

ど躍動感溢れる作品を多数残しています。 

 

先見の明のある聡明な頭脳、細部に至るまで綿密に計画する（元東京外語大学客員教授・マリーザ・デ 

ィ・ルッソ）とその人柄が評されているイタリア人・ヴアリニャーノ（1539-1606）の著した『日

本巡察記』を読み始め、すぐに頓挫していた折、友人が「ヴァリニャーノが登場しているわよ」

と原田マハ著『風神雷神』、900 頁に近い大部の小説を貸してくださいました。 

この小説は、俵屋宗達に傾倒するある学芸員が、マカオの大聖堂で発見された絵と古文書の真

贋を秘密裏に求められて、マカオに旅し、古文書の中に俵屋宗達の名を見出だした時、一瞬にし

て過去へと「ワープ」し、宗達への熱い思いを込めて、彼の世界を思い描く、というものです。 

宗達はヴァリニャーノに従ってローマに旅することになった天正遣欧少年使節（伊東マンシ

ョ、千々石ミゲル、中原ジュリアン、原マルティノ）の随員として登場します。4名の使節は年

頃 13～14 歳の、キリシタン大名と関係のあるキリシタン家庭に生まれ、イエズス会のセミナリ

オで勉学に勤しんでいた、賢い、真面目な、武家の少年たちです。一行に加わった宗達は都の俵

屋という扇絵師の家に生まれた絵師でした。彼らは織田信長より許しを得て、ヴァリニャーノの

指導のもとに、1582 年長崎を出帆し、ローマを目指す旅に一緒に出かけます。 

俵屋宗達はヴァリニャーノにアゴスティーノと名付けられ、天正少年使節の少年たちと同じ

く、見も知らない、夢のようなローマへと大海原を渡って行きました。私にとっては、これまで

は天正遣欧少年使節の書簡や伊東マンショの肖像画（油彩）を見ても、少年たちは歴史の彼方に佇

むばかりでした。ところが『風神雷神』を読み、フィクションですが、少年たちが話し、学び、

遊び、競い、悩み、祈る姿が描かれ、生身の人間のように、温かみを持って迫ってきました。 

4 人の少年たちは使節として選ばれたことの光栄と共に、重い責任を担っています。航海にお

いても、人間関係においても、幾多の苦難を味わいます。その都度、ヴァリニャーノの慈愛に満

ちた励ましを思い返し、真剣に神に祈り、時には世を徹して祈ります。そのなかで原マルティノ

がキリシタンではない宗達と心を通い合わせていきます。宗達は絵師として織田信長に認めら

れたものの、まだ駆け出しでした。見知らぬ世界の目に映るすべてを描き切りたいと宗達は願い

ます。異国の地で、西洋の絵画に触れて、その表現力と美しさに感激し、手法の違いに驚きます。

自身の天賦の才能に突き動かされ、日本人として、自分にしか描けない絵を描きたいと求める宗

達です。宗達の父が描いて、旅行く宗達に持たせてくれた「風神雷神図の扇絵」が、遥かに遠い

イタリアで出会った絵師見習いの少年との大きな架け橋となるのです。 

天正遣欧少年使節と俵屋宗達の若い日の貴重な経験と冒険の夢物語であると同時に、宗達の

芸術とルネサンス時代の美への憧れをかき立てるられる物語でもありました。 
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